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【公開番号】特開2020-89600(P2020-89600A)
【公開日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2020-023
【出願番号】特願2018-229219(P2018-229219)
【国際特許分類】
   Ｂ２６Ｂ  19/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２６Ｂ   19/38     　　　Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月27日(2021.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ケース（１）と、可動刃（４）を含む切断刃（３）と、電源投入用の電源スイッチ
（１０）と、可動刃（４）の駆動速度の操作用の変速スイッチ（１３）とを備えており、
切断刃（３）が上部に配置されている電気かみそりであって、
　変速スイッチ（１３）が本体ケース（１）の上下中心よりも上方に配置されていること
を特徴とする電気かみそり。
【請求項２】
　切断刃（３）と変速スイッチ（１３）と電源スイッチ（１０）が、一つの仮想鉛直面（
Ｖ）上に上から下へ記載順に配置されている請求項１に記載の電気かみそり。
【請求項３】
　可動刃（４）の駆動速度を表示する表示部（１６）が、前記仮想鉛直面（Ｖ）上に配置
されている請求項２に記載の電気かみそり。
【請求項４】
　上下方向における切断刃（３）と変速スイッチ（１３）の距離（Ｄ１）よりも、変速ス
イッチ（１３）と電源スイッチ（１０）の距離（Ｄ２）が長く設定されている請求項２ま
たは３に記載の電気かみそり。
【請求項５】
　可動刃（４）を駆動させるモーター（６）と、モーター（６）を駆動制御するモーター
駆動制御手段（２１）とを備えており、
　モーター駆動制御手段（２１）は、
　電源スイッチ（１０）がオン操作されると、モーター（６）を所定の基準回転数（Ｒ０
）で起動させ、
　モーター（６）の駆動状態で変速スイッチ（１３）が操作されると、基準回転数（Ｒ０
）を基準にモーター（６）を変速させる請求項１から４のいずれかひとつに記載の電気か
みそり。
【請求項６】
　モーター駆動制御手段（２１）は、モーター（６）を基準回転数（Ｒ０）で起動させて
から、電源スイッチ（１０）がオフ操作されることなく所定の減速条件を満たした場合に
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、基準回転数（Ｒ０）を引き下げるように構成されており、
　減速条件が、
　モーター（６）に掛かる負荷が所定の低負荷値まで低下すること、
　モーター（６）の起動から所定の標準所要時間（Ｔ１）が経過すること、
　モーター（６）が基準回転数（Ｒ０）よりも高い回転数に制御される時間の割合が、所
定の標準高速率（ｓ）まで低下すること、
　モーター駆動制御手段（２１）がモーター（６）を加速させる制御を開始してから、実
際に加速するまでの応答時間（Ｔｄ）が、所定の標準応答時間（Ｔ２）よりも短くなるこ
と、
のうち少なくとも１つである請求項５に記載の電気かみそり。
【請求項７】
　モーター駆動制御手段（２１）は、基準回転数（Ｒ０）と、基準回転数（Ｒ０）よりも
高い最大回転数（Ｒ１）との間で、モーター（６）の回転数を制御しており、
　減速条件を満たした場合に、基準回転数（Ｒ０）と最大回転数（Ｒ１）が同時に引き下
げられる請求項６に記載の電気かみそり。
【請求項８】
　モーター駆動制御手段（２１）は、基準回転数（Ｒ０）と、基準回転数（Ｒ０）よりも
高い最大回転数（Ｒ１）との間で、モーター（６）の回転数を制御しており、
　減速条件を満たした場合に、最大回転数（Ｒ１）は維持されたまま基準回転数（Ｒ０）
のみが引き下げられる請求項６に記載の電気かみそり。
【請求項９】
　モーター駆動制御手段（２１）は、
　モーター（６）の駆動状態で電源スイッチ（１０）がオフ操作されると、モーター（６
）を停止させて所定の待機時間（Ｔ３）にわたる待機状態に移行させ、
　待機状態において変速スイッチ（１３）が操作されると、モーター（６）を再起動させ
る請求項５から８のいずれかひとつに記載の電気かみそり。
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